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市の人口　50,670人
・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男 25,153人（25,864人） 世帯数 20,399世帯
・女 25,606人（25,491人） （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男 24,864人（25,153人） 世帯数 20,181世帯
・女 25,491人（25,669人） （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　51,236人

・男 25,240人（25,246人） 世帯数 21,233世帯
・女 25,996人（26,012人） （21,244世帯）

1月 31日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

2.25『ちょっと、押さないでよっ　』
　　　　　　　　　　　　　（2月18日・第二田名部小学校スキー教室にて）
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( 2 )

　
各
分
野
お
よ
び
公
募
の
懇
話
会
委
員

に
よ
る
、
む
つ
市
の
男
女
共
同
参
画
社

会
を
進
め
る
た
め
の
基
本
計
画
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。
計
画
の
内
容
に
つ
い

て
、
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
、
『
計
画
の
趣
旨
』

『
基
本
理
念
』
『
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
』
『
計
画
の
愛
称
』
『
計
画
の
期

間
』
『
計
画
体
系
図
』
で
す
。

・
計
画
の
趣
旨

　
我
が
国
の
憲
法
で
は
、
基
本
的
人

権
の
尊
重
、
個
人
の
尊
重
、
法
の
も

と
に
お
い
て
の
平
等
が
保
障
さ
れ
て

お
り
、
男
女
平
等
の
実
現
に
向
け
て

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
に
お
け
る

制
度
、
慣
行
等
に
よ
り
、
性
別
に

よ
っ
て
役
割
を
分
担
す
る
と
い
う
よ

う
な
考
え
方
が
今
な
お
根
強
く
残
っ

て
お
り
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
男

女
が
共
同
で
参
画
で
き
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
国
に

お
い
て
は
、
平
成
11
年
６
月
に
『
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
を
制
定

し
、
平
成
12
年
12
月
に
は
基
本
法
に

基
づ
い
た
『
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
』
が
策
定
さ
れ
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
は
、
我
が
国
の
最
重
要

課
題
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
人
々
の
意
識

や
社
会
の
慣
行
等
を
見
直
し
、
男
女
が

互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
性
別
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
本
市
に
お
け
る
『
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
』
を
め
ざ
し
、
基
本
的

な
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

・
基
本
理
念

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
人
間
と
し

て
お
互
い
の
人
格
や
生
き
方
を
尊
重

し
、
性
別
に
よ
る
差
別
を
う
け
る
こ

と
な
く
、
だ
れ
も
が
、
夢
と
希
望
を

も
っ
て
、
安
心
し
て
心
ゆ
た
か
に
暮

ら
せ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

気
づ
い
て 

感
じ
て 

変
わ
っ
て

・
計
画
の
愛
称

本
計
画
の
愛
称
を
『
む
つ
み
あ
い
プ

ラ
ン
』
と
し
ま
す
。

・
計
画
の
期
間

　
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
10
年
間
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
計
画
の
進
捗
状
況
、
社

会
情
勢
な
ど
を
考
慮
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
男
女
共
同
参
画
室
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むつ市男女共同参画推進基本計画ができました

・・・・・・・・　むつ市男女共同参画推進基本計画体系図　・・・・・・・・・
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暮らしに役立つ

税 情報

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　
２
月
28
日
（
金
）
は
、
市
税
と
介

護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）
の
第
９
期

分
の
納
期
限
で
す
。

　
昨
年
の
７
月
上
旬
に
、
第
２
期
分

か
ら
第
10
期
分
の
納
付
書
を
ま
と
め

て
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
第
９
期
分

の
納
付
書
を
お
確
か
め
の
う
え
、
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し
た
方

は
、
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納

税
の
ほ
か
に
便
利
な
口
座
振
替
や
各

町
内
会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ

る
納
付
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋

を
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
課
税

さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　
土
地
を
取
得
し
た
方
が
、
そ
の
土

地
に
特
例
適
用
住
宅
（
床
面
積
が
50
㎡

以
上
240
㎡
以
下
で
あ
る
戸
建
住
宅
等
）
を

新
築
し
た
場
合
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
と
き
は
、
不
動
産
取
得
税

の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。
不
動
産
取
得
税

申
告
書
（
用
紙
は
県
税
事
務
所
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

　
平
成
14
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
で

す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
申
告
書
は
自
分
で
書
い

て
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す

と
、
本
来
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
加

算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な

所
得
税
の
確
定
申
告
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の
お
知
ら
せ

◎
紛
ら
わ
し
い
税
務
用
語

『
収
入
』
と
『
所
得
』

　
所
得
と
は
、
一
定
の
収
入
か
ら
そ

の
収
入
を
得
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ

た
経
費
を
差
し
引
い
た
、
残
り
の
金

額
・
利
益
を
い
い
ま
す
。
所
得
税
や

住
民
税
は
、
そ
の
所
得
を
基
に
課
税

す
る
も
の
で
す
。

　
収
入
を
得
る
た
め
に
は
、
通
常
そ

れ
相
当
の
経
費
な
ど
を
支
出
し
て
、

は
じ
め
て
『
も
う
け
』
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
事
業
の
中
に
は
、
収

入
が
ど
ん
な
に
大
き
く
て
も
、
そ
れ

を
得
る
ま
で
に
相
当
な
お
金
や
労
力

な
ど
を
使
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

そ
の
使
っ
た
分
を
差
し
引
い
た
所
得

（
も
う
け
）
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ

り
、
税
金
を
よ
り
公
平
に
課
税
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
や
住
民
税
は
、
収
入
の
内

容
か
ら
利
子
、
配
当
、
不
動
産
、
事

業
、
給
与
、
退
職
、
山
林
、
譲
渡
、
一

時
、
雑
の
各
所
得
に
分
類
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
の
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
こ
と
に
よ
っ

て
所
得
の
計
算
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
所
得
の
う
ち
、
一
番
な

じ
み
が
あ
る
の
は
給
与
所
得
か
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
給
与
所
得
を
計
算

す
る
場
合
は
、
収
入
か
ら
実
際
に
要

し
た
経
費
を
控
除
す
る
と
い
う
こ
と

が
原
則
と
し
て
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
給

与
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
割
合
に

よ
っ
て
勤
務
に
要
す
る
費
用
の
概
算

控
除
（
給
与
所
得
控
除
）
を
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す

し
て
、
県
税
事
務
所
へ
申
請
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
の
際
に
は
、
①
印
章

（
は
ん
こ
、
認
印
可
）
、
②
不
動
産
売

買
契
約
書
の
写
し
、
③
土
地
ま
た
は

建
物
の
登
記
簿
謄
本
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
住

民
票
が
必
要
と
な
る
な
ど
軽
減
の
対

象
物
件
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所

�
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便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
税
や
介
護
保
険
料
を
忘
れ
ず
に
納

め
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
に
し
ま
す

と
、
金
融
機
関
か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
確
実
に
納
期
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
口
座
振
替
の
対
象
〉

・
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
、
国
民
健
康
保
険
税

・
軽
自
動
車
税

・
介
護
保
険
料

〈
納
付
方
法
〉

・
期
別
納
付

　
各
納
期
で
月
末
（
12
月
は
25
日
）

に
振
り
替
え
し
ま
す
。
た
だ
し
、

軽
自
動
車
税
は
年
１
回
（
５
月
末

日
）
と
な
り
ま
す
。

・
全
納
期
一
括
納
付

年
１
回
第
１
期
（
６
月
末
日
）
の
振

り
替
え
と
な
り
ま
す
。

〈
申
込
方
法
〉

　
取
扱
金
融
機
関
・
最
寄
り
の
郵
便

局
（
３
月
受
付
開
始
）
で
、
『
む
つ
市

口
座
振
替
依
頼
書
』
に
ご
記
入
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
の
際
は
、
預
貯
金
通
帳
・
届

出
印
・
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）
を
ご

提
示
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
自
分
の
所
得
の
状
況
を
最
も
よ
く

知
っ
て
い
る
の
は
、
納
税
者
の
み
な

さ
ん
ご
自
身
で
す
。
期
限
内
に
正
し

い
申
告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
平
成
14
年
分
の
所
得
税
に

つ
い
て
も
、
原
則
と
し
て
20
％
の
定

率
減
税
（
最
高
25
万
円
）
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
調
査
部
門

�

22－
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むつ市公共下水道まもなく供用開始！
～４月１日より一部の地域から使用できるようになります～

【むつ市排水設備指定工事店一覧】（平成15年１月１日現在）

業者名

㈱ 柴 田 組

㈲ 太 陽 設 備 工 業

大 畑 振 興 建 設 ㈱

㈱ 大 建 設 備

皆 野 建 設 ㈱

サ ト ウ 設 備

㈲ タ キ グ チ

㈲清水バーナー設備

㈱ 橋 本 建 設 工 業

㈲ 陸 水 工 業

㈱ 鹿 内 組

東北水道設備工業㈱むつ営業所

㈲ ス ケ カ ワ

磯 沼 建 設 ㈱

㈱ 石 鉢 組

谷 川 設 備 工 業 ㈱

田 中 設 備 工 業 所

㈱新谷水道工業所

川 端 建 設 ㈱

ナ ガ イ 設 備

熊 木 設 備 工 業 所

電話番号

29-2211

22-8810

34-3734

24-3033

22-3274

24-3160

23-0119

23-6310

22-1104

22-4619

24-3523

26-3125

24-1820

22-3281

22-3284

22-2659

22-3155

22-2904

22-7777

22-1713

23-2931

営業所の住所

むつ市大平町37－９

むつ市金谷二丁目15－59

大畑町大字大畑字本町252－１

むつ市松森町21－８

むつ市栗山町８－５

むつ市山田町32－６

むつ市松山町10－13

むつ市横迎町一丁目９－14

むつ市栗山町12－10

むつ市大字田名部字上川19－５

むつ市並川町21－18

むつ市大字奥内字大室平119－12

むつ市宇田町18－44

むつ市若松町２－45

むつ市新町36－14

むつ市新町41－１

むつ市柳町二丁目10－８

むつ市金谷二丁目５－７

むつ市下北町21－40

むつ市田名部町２－２

むつ市仲町12－39

業者名

㈱ 菊 池 住 設

川端管工土木㈱むつ支店

太 陽 建 設 ㈱

㈲ 南 川 工 業

青水工業㈱むつ営業所

西浦水道建設工業㈱

㈱ 大 む つ 興 業

山 樹 産 業 ㈱

㈲ 川 下 土 建

㈲ 昭 和 管 工

㈱ 大 湊 精 電 社

㈲ 興 陽 設 備

松 野 建 築 設 備

㈱ 太 田 建 築 設 備

高 坂 建 設 ㈱

㈲ シ ス テ ム 平 野

㈲ 昭 和 水 道

㈲ 片 岡 建 設

協 栄 建 設 ㈱

下 北 建 築 設 備

小 寺 設 備

電話番号

25-2019

22-8839

22-4275

48-2319

22-4018

0178-22-5167

22-3226

017-782-6555

22-5896

24-1728

24-1181

22-6365

44-3177

22-2528

42-2003

22-2181

24-3162

31-2521

22-7087

22-8954

24-5152

営業所の住所

むつ市大字関根字北関根26

むつ市金曲一丁目22－25

むつ市上川町５－22

東通村大字小田野沢字南通33－６

むつ市中央一丁目６－４

八戸市沼館一丁目７－38

むつ市下北町６－49

青森市大字三内字沢部143－14

むつ市金曲三丁目７－56

むつ市大湊上町21－２

むつ市大湊新町８－５

むつ市大字田名部字赤川ノ内並木73－19

脇野沢村大字脇野沢字源藤城40

むつ市赤川町15－11

川内町大字川内字川内433

むつ市小川町一丁目11－10

むつ市並川町７－20

川内町大字川内字銀杏平73－19

むつ市下北町21－38

むつ市上川町２－７

むつ市文京町30－８

〈詳しくは〉

市下水道課

�22-1111内線430

排
水
設
備
工
事
に
要
す
る
費
用

（
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
）

▼
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造
を
含
む
（
現
在
の
ト
イ
レ
が
汲
取
り
式
の
場

合
）
場
合
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
70
〜
80
万
円

▼
現
在
の
ト
イ
レ
が
水
洗
ト
イ
レ
の
場
合
…
…
…
40
〜
50
万
円

※
水
洗
器
具
に
高
価
な
も
の
を
使
用
し
た
り
、
家
屋
の
増
改
築
が
伴
う
場

合
や
舗
装
等
の
取
り
壊
し
が
あ
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
多
額
の
費
用
を

必
要
と
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。【備えあれば憂いなし】

　下水道が使用できるようになると、トイレの水

洗化や排水設備工事に、一度に多額の費用が必要

になります。

　みなさまの負担を少しでも軽くするため、市で

は無利子貸付制度を行いますが、今のうちから下

水道のための預貯金をしてはいかがでしょうか。

【排水設備指定工事店の登録受付を行なっています】

〈登録申請先〉市下水道課

〈主な資格要件〉

　・排水設備工事責任技術者１名以上専属していること

　・工事に必要な設備および器材を有していること

　・県内に営業所を有していること

排水設備工事の設置例
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市
で
は
、
除
雪
作
業
を
早
朝
に
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
除
雪
作
業
は
、
み
な
さ
ん
の
通
勤
通
学
の
た
め

①
バ
ス
路
線
な
ど
幹
線
道
路
　
　
　

②
交
通
量
の
多
い
通
学
路
　
　
　
　

③
住
宅
の
多
い
道
路
　
　
　
　
　
　

④
そ
の
他
の
生
活
道
路
　
　
　
　
　

　
と
い
う
優
先
順
位
で
作
業
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
円
滑
な
作
業
を
行
な
う
た
め
　
　
　
　
　
　

①
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
　
　

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

③
道
路
わ
き
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
や
、

　
敷
地
内
の
雪
を
車
道
や
歩
道
に
出

　
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　

④
事
故
防
止
の
た
め
、
融
雪
溝
、
側
溝

　
の
フ
タ
は
き
ち
ん
と
閉
め
ま
し
ょ
う

⑤
作
業
内
容
に
よ
っ
て
は
、
交
通
規

　
制
を
行
な
う
場
合
が
あ
り
ま
す
　

※
事
業
所
等
で
、
市
雪
捨
場
（
真
砂
町
港
湾
施
設
）

　
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
制
限
が
あ
り
ま
す
の
　

　
で
、
市
土
木
課
維
持
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

小型除雪機と
運搬用の軽トラックを
無料で貸し出します

　歩道等の公衆用道路を確保するためのものですので、

個人の駐車場や敷地内道路には使用できません。

〈詳しくは〉

市土木課維持係

�22-1111内線403

除雪に関する問い合わせは

〈国道・県道〉

むつ県土整備事務所道路管理課

�22-8581内線264

〈市道・生活道〉

市土木課維持係

�22-1111内線403

雪道をもっと歩きやすく
みなさんのご理解とご協力をお願いします

今
春
中
学
校
を
卒
業
す
る

児
童
の
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方
に

卒
業
祝
金
を
支
給
し
ま
す

　
こ
の
制
度
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

児
童
を
励
ま
す
た
め
に
、
中
学
校
卒
業

の
と
き
に
祝
金
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
対
象
〉

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
お
よ
び
父
母
の
い
な
い

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
、
平
成

15
年
３
月
中
に
中
学
校
を
卒
業
す
る

児
童
。

〈
給
付
内
容
〉

・
卒
業
祝
金
…
１
万
円
（
１
人
）

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

・
保
険
証

・
印
鑑

・
預
金
通
帳

〈
申
請
時
期
〉

３
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
４
６
７
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線572 市公民館 �24-1224
　保健体育課 内線582 市立図書館 �28-3500
※　市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくりありすネットをご存知ですか

～学習情報提供サービス～

　
『
あ
り
す
ネ
ッ
ト
』
は
学
習
情
報
検

索
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
、
青
森
県
総
合
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
情
報

や
講
座
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
知
り
た
い
情

報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
は
も
ち

ろ
ん
、
行
っ
て
み
た
い
学
習
施
設
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
情
報
も
わ
か
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
検
索
で
き
る
情
報
〉

▼
学
習
機
会
…
各
種
講
座
や
教
室
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
日
程

▼
学
習
施
設
…
公
民
館
、
体
育
館
等

の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

に
関
す
る
情
報

▼
団
体
・
サ
ー
ク
ル
…
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
団
体
や

趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
サ
ー

ク
ル
の
情
報

▼
指
導
者
人
材
…
講
座
、
講
演
会
や

催
し
な
ど
を
開
催
す
る
と
き
に
必

要
と
な
る
講
師
や
実
技
指
導
者
等

の
人
材
情
報

▼
視
聴
覚
教
材
…
県
内
の
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
が
保
有
し
て
い
る
16

㎜
映
画
や
ビ
デ
オ
教
材
情
報

〈
検
索
の
方
法
〉

①
キ
ー
ワ
ー
ド
で
探
す

②
分
野
、
開
催
期
日
、
開
催
地
区
、

市
町
村
で
探
す

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〉

http://alis.net.pref.aom
ori.jp/doc/m

ain.htm
　
青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
『
あ
り
す

ネ
ッ
ト
』
以
外
に
も
『
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
』
や
『
あ
お
も
り
県
民

カ
レ
ッ
ジ
』
等
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〉

http://alis.n
et.pref.aom

ori.jp/in
dex1.htm

l

イ ベ ン ト 情 報
イ　ベ　ン　ト

夜 越 山 洋 ラ ン ま つ り

津軽海峡食ツアー＆ベコもち作り体験

ふ れ あ い 白 鳥 デ ー

企 画 展 『 ひ な 人 形 展 』

スプリングフレッシュコンサート

期　　日

３月２日まで

３月１日・２日

３月２日

３月16日まで

３月９日

開　催　地

（ 平 内 町 ）

（ 大 間 町 ）

（ 下 田 町 ）

（ 八 戸 市 ）

（ 青 森 市 ）

お問い合わせ

平 内 町 観 光 課

大間町産業振興課

下 田 町 観 光 協 会

八 戸 市 博 物 館

青 森 市 文 化 会 館

電話番号

0 1 7 - 7 5 5 - 2 6 6 3

0 1 7 5 - 3 7 - 2 1 1 1

0 1 7 8 - 5 6 - 2 1 1 1

0 1 7 8 - 4 4 - 8 1 1 1

0 1 7 - 7 7 3 - 7 3 0 0

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
『
に
じ
色
つ
う
し
ん
だ
よ
り
』

　
外
へ
飛
び
出
し
た

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
た
ち

　
１
月
８
日
（
水
）
市
民
体
育
館
で

行
わ
れ
た
市
内
小
中
学
生
に
よ
る
か
き

ぞ
め
大
会
の
様
子
を
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
が
取
材
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
真
剣
に
紙
と
向
か
い
合
う
姿
を
、

緊
張
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
。
Ｆ
Ｍ
ア
ジ
ュ
ー
ル
で

の
放
送
が
う
ま
く
い
く
か
心
配
し
な

が
ら
も
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
今

後
も
行
事
な
ど
に
出
か
け
た
い
と
意

欲
を
燃
や
し
て
い
る
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
の
み
な
さ
ん
で
す
。
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屋島壇ノ浦合戦図屏風（常念寺蔵）

げ
ん
り
ゃ
く

　
『
屋
島
の
戦
い
』
は
元
暦
二
年
（
一

さ
ぬ
き

一
八
五
）
二
月
に
讃
岐
の
国
（
香
川

県
）
屋
島
で
行
わ
れ
た
、
平
氏
軍
と
義

経
軍
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

み
や
こ

　
都
落
ち
を
し
た
平
氏
は
九
州
へ
の
敗

走
で
、
屋
島
を
本
拠
地
と
し
て
瀬
戸
内

海
の
支
配
権
を
維
持
し
た
が
、
義
経
は

屋
島
の
平
氏
軍
を
背
後
か
ら
急
襲
し
、

平
氏
は
逃
れ
て
瀬
戸
内
の
制
海
権
を

失
っ
た
。

　
『
壇
ノ
浦
の
戦
い
』
で
は
、
同
年
三

な
が

と

月
に
長
門
の
国
（
山
口
県
）
壇
ノ
浦
の

戦
い
で
、
源
平
両
氏
の
最
後
の
戦
闘
と

な
っ
た
。

　
二
月
に
屋
島
の
戦
い
で
敗
れ
た
平
氏
が

態
勢
を
立
て
直
し
た
が
、
義
経
は
水
軍
を

組
織
し
、
平
氏
軍
の
退
路
を
閉
鎖
し
て
、

壇
ノ
浦
の
海
上
戦
で
勝
利
し
た
。

　
ま
た
、
安
徳
天
皇
や
平
氏
一
門
の
多

く
は
入
水
し
て
滅
亡
し
た
。

　
こ
の
屏
風
は
約
三
〇
〇
年
前
に
京
都

で
入
手
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の

そ
う

で
、
二
雙
に
は
数
百
人
の
武
士
や
百
数

十
頭
の
馬
が
丹
念
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
昭
和
四
七
年
に

市
指
定
の
『
有
形
文
化
財
』
と
な
っ
た
。

　
青
森
県
交
通
対
策
協
議
会
と
青
森
県

警
察
本
部
で
は
、
年
間
を
と
お
し
て
交

通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
日
没
１
時
間
前
に
は

前
照
灯
（
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
）
を
下
向
き

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
雨
や
雪
の

日
に
は
昼
間
で
も
点
灯
し
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
夕
暮
れ
時
は
、
１
日
の
仕
事
の
疲
れ

な
ど
で
注
意
力
が
低
下
す
る
ほ
か
、
薄

暗
く
な
る
た
め
、
人
・
車
の
発
見
が
遅

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　
夕
暮
れ
時
は
、
早
め
の
点
灯
で
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

〈
早
め
の
点
灯
時
刻
〉

２
月
…
…
…
…
…
…
午
後
４
時

３
月
…
…
…
…
…
…
午
後
４
時
30
分

４
月
…
…
…
…
…
…
午
後
５
時

５
月
…
…
…
…
…
…
午
後
５
時
30
分

〈
毎
月
１
日
は
県
民
交
通
安
全
の
日
〉

あ
な
た
も
参
加

わ
た
し
も
や
り
ま
す

『
交
通
安
全
』

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
交
通
対
策
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

夕

暮

れ

時

の

早

め

点

灯

運

動

　
犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
、
冬
の
雪

の
中
で
も
毎
日
の
よ
う
に
散
歩
す
る
の

は
、
犬
も
人
も
運
動
不
足
の
解
消
に
な

り
、
大
変
い
い
こ
と
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
散
歩
中
に
愛
犬
が
し
た

フ
ン
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？

　
ま
さ
か
、
雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
を

い
い
こ
と
に
、
雪
の
中
に
埋
め
て
し

ま
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
よ
ね
？

　
も
う
す
ぐ
雪
も
溶
け
、
地
面
が
顔
を

出
し
ま
す
が
、
そ
の
と
き
埋
ま
っ
て
い

た
フ
ン
も
一
緒
に
顔
を
出
し
、
道
路
や

公
園
は
犬
の
フ
ン
だ
ら
け
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
犬
の
フ
ン
を
踏
ん
づ
け

て
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
同
じ
よ
う
に
ほ
か
の
人
た
ち
も

迷
惑
し
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
の
世
話
を

す
る
の
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

　
犬
の
フ
ン
は
き
ち
ん
と
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
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犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
10
）

〜
屋
島
壇
ノ
浦
合
戦
図
屏
風
（
絵
画
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員

　
遠
　
藤
　
克
　
巳

犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！
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詳しくは市立図書館へ

�２８－３５００

２８－３４００
 は休館日です。

３月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

枝 豆 そ ら 豆 ・ 上

神 戸 わ が ふ る さ と

鬼 族

屋 上 の あ る ア パ ー ト

半 次 捕 物 控 ・ 疑 惑

汚 名

交 渉 人

ふ た た び の 雪

人 形 （ ギ ニ ョ ル ）

ハ ゴ ロ モ

ふ た り 道 三 ３ ・ ４

蛍 の 行 方

五 郎 冶 殿 御 始 末

な に わ の 夕 な ぎ

女 優

火 の 粉

三 国 志 外 伝

仇 敵

王 事 の 悪 徒

邪 光

唇のあとに続くすべてのこと

妖 剣 ・ 蒼 龍 伝

武 蔵 と 無 二 斎

呪 い 亀

父 と 子 の 旅 路

非 常 線

ス チ ー ル

梓 澤 　 要

陳 　 舜 臣

鐸 木 能 光

阿　川　佐和子

佐 藤 雅 美

多　島　斗志之

五十嵐　貴　久

原　口　真智子

佐 藤 ラ ギ

よしもとばなな

宮 本 昌 孝

諸 田 玲 子

浅 田 次 郎

田 辺 聖 子

春 口 裕 子

雫 井 脩 介

三 好 　 徹

池井戸  　潤

澤　田　ふじ子

牧 村 　 泉

永　井　するみ

岡 本 好 古

火 坂 雅 志

霞 　 流 一

小 杉 健 治

松 浪 和 夫

織　田　みずほ

【 文　　　　　学 】

水

5
12
19
26

金

7
14
21
28

土

1
8
15
22
29

木

6
13
20
27

日

2
9
16
23
30

月

3
10
17
24
31

火

4
11
18
25

個人情報保護法と人権

拉 致 の 海 流

イスラエル兵役拒否者からの手紙

日 本 の 公 益 法 人

金正日「改革」の虚実

ク ロ ー ン 人 間

ニ ュ ー ト リ ノ

機械部品の幕の内弁当

て ん ぐ ち ゃ ん

気 球 に の っ た 少 年

星 に 帰 っ た 少 女

パ パ と お は な し

く い し ん ぼ ら い お ん

やねうらべやのおにんぎょうさん

ほんとがいちばん？！

お っ と 合 点 承 知 之 助

セレスティーヌのおいたち

旅 す る ベ ッ ド

どれがほんとう？恐竜のすがた

か え る よ ！ カ イ コ

子どもが働く国があるの？

戦争はなぜくり返される

田 島 泰 彦

山 際 澄 夫

ペレツ・キドロン

入 山 　 映

伊集院　　　敦

響 堂 　 新

田賀井　篤　平

森 　 政 弘

今 江 祥 智

那 須 正 幹

末 吉 暁 子

ま　ど　みちお

八木田　宜　子

柳　生　まち子

エリーサ・カーボーン

齋 藤 　 孝

ガブリエル・バンサン

ジョン・バーニンガム

七 尾 　 純

アトリエモレリ

稲 葉 茂 勝

石 山 久 男

【 政治・社会・時事 】

【 経済・法律 】

【  生きもの  】

【 地学・宇宙・天文 】

【技術・テクノロジー】

【 児童書・絵本 】

プ リ ズ ム の 夏

ハ ミ ザ ベ ス

虚 無 の オ ペ ラ

冬 の は な び ら

赤い大地のパリジェンヌ

フ ロ ス ト ハ ー ト

翼 が あ る な ら

青 い 家

誇 り は 永 遠 に

『総合的な学習』に司書教諭はどう関わるか

新しい時代の生涯学習

リウマチの痛みをとる本

内科の常識早わかりＱ＆Ａ

３ 日 で 美 肌 ご は ん

フライパンで切り身魚料理

豆腐こんなにある食べ方上手

干 し 野 菜 の す す め

福田里香チョコ＋スイーツ×ラッピング

ひ と り 鍋 ふ た り 鍋

チ ャ ー ミ ン グ バ ッ グ

世 界 地 名 情 報 事 典

わ た し は ア ニ ー タ

ペ ル シ ャ 湾

関 口 　 尚

栗 田 有 起

小　池　真理子

伊集院　　　静

ソレン・バルデ

桐 生 祐 狩

コニー・メイ・ファウラー

テリ・ホルブルック

ギャビン・ライアル

林 　 容 子

関 口 礼 子

内 田 詔 爾

岡 田 　 定

滝　田　美智子

松　田　万里子

渡 邊 純 子

有 元 葉 子

福 田 里 香

緒 方 俊 郎

下 田 直 子

辻 原 康 夫

アニータ・アルバラード

横　山　三四郎

【図書館・教育・学校】

【医学・病気・医療】

【料理・グルメ】

【生活・美容・健康】

【歴史・地理・地図】
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　１月８日、空がまだ暗い中携帯電話のメロディーで目を覚まし

ました。重い瞼をゆっくりと開けながらベッドから起き、前日の

夜に出しておいた服を着ました。お腹があまり空いていませんで

したが、昼まで食べるチャンスがありませんので、一所懸命スト

ロベリーヨーグルトと母親が作ったグラノーラをかき混ぜて食べ

ました。お正月からひいていた風邪がまだ治りきっていなかった

ので、のど飴を口に入れ、集合場所の市役所へ向かいました。

　市役所のかすんだ正面玄関には、まだ教育委員会の古里先生と

川仁先生しかいませんでした。この旅のために古里先生が様々な

準備や企画をしました。古里先生は、初めてのアメリカへの旅で

したのでやや神経質にタバコを吸い、川仁先生と話をしていまし

た。川仁先生は、今回が姉妹都市へ５回目の訪問であり、余裕を

感じました。

　だんだん市役所の玄関に眠い人間が集まり、熱気に包まれてき

ました。古里先生だけではなく、ほとんどの生徒たちが初めての

アメリカ旅行でしたので、期待と不安を胸に抱いていました。

ジュニア大使たちと見送りの保護者が一緒に着き、ほかの派遣団

メンバー、先生方や教育部長さんも到着しました。

　点呼を２回とり、皆のパスポートチェックをしてから開会式の

挨拶し、貸し切りバスに乗りました。バスと列車（八戸からは新

幹線はやて）を乗り継ぎ成田空港に向かいました。初めての海外

旅行で盛り上がる生徒たちに「盛り上がりすぎ」という先生の声

もありました。

　成田空港で、前もって送ってあった荷物を受け取り、搭乗手続

きをしました。午後５時頃飛行機に乗り、約８時間の飛行時間が

ありました。

　シアトルに到着したのは、翌日ではなくて、出発した日と同じ

１月８日朝８時半頃でした。機内で仮眠しただけで、アメリカの

The Chance of Lifetime

下北文化会館大ホール３月の催し物案内

�９日（日）14:00～16:00 ……………………………《入場無料》

ヤマハ2003ミュージックカーニバル

�16日（日）11:30～17:00 …………………… 《自由席 800円》

中村登茂雀社中30周年舞踊発表会

�23日（日）13:00～16:00 ……………………………《入場無料》

第27回飯田文代ピアノ教室発表会

�30日（日）①10:00～11:30　②13:30～15:00 ……《整 理 券》

はるやすみファミリー劇場

　国際交流員

ター・ディビット

ワシントン州において、再び平成15年１月８日を繰り返さなけれ

ばなりませんでした。もうろうとした派遣団が飛行機から降り、

やっとアメリカ大陸に着きました。

　シアトルのＳＥＡ／ＴＡＣ空港で出迎えのツアーバスと日本語

が話せるツアーガイドが迎えに来ていました。まずは、ボーイン

グ航空博物館へ行きまし

た。色々な飛行機があ

り、ステルス爆撃機や空

軍第１号機もありました

が、疲れているのに頑

張って見ている生徒たち

の顔を見たら、ややかわ

いそうに思いました。ギ

フト・ショップで数人の

生徒たちは宇宙飛行士の

水分を除いたアイスを

買って喜んでいました。

それから、再びバスに乗

り日本人が愛するマリナーズ球場へ行きました。残念ながら、冬

ですのでイチローはいませんし、球場も閉めてありますので

『チーム・ストアー』へ行きました。チーム・ストアーだけでも

すごく喜んでました。いろいろなおみやげ、Ｔシャツなどを買っ

たりして（私にとって高かったけど）疲れを忘れたようでした。

　次はシアトルの有名なスペース・ニードル（展望台）に上りま

した。天気が良かったので、ピュジェット海峡やラニール山やシ

アトル市内全部見えました。私はスターバックスでバニラカフェ

ラテを飲みながら、綺麗な景色とジュニア大使たちの笑顔を眺め

ました。

　展望台を降りてから、近くの飲食用カウンターで、初めて、食

事を各自でしました。解散したとたんに生徒たちがあちへこちへ

消えて行ったので、私は、二人の先生と、メキシ

カン料理、タコスなどを食べに行きました。お金

があまりかからず、量が多い（多過ぎる！）ので

「これはアメリカの食事だ」と実感しました。お

昼の時間を終え、再びバスで姉妹都市のポート・

エンジェルスへ向かいました。バスの中では睡魔

が派遣団をおそい、私も寝てしまいました。

【つづく】

第144回下北文化会館自主事業

第13回下北地域伝承郷土芸能発表会

〈い　つ〉３月２日（日）午後０時30分開場・午後１時開演

〈どこで〉下北文化会館大ホール

〈入場料〉大人…1,000円　小人（中学生以下）…500円

〈詳しくは〉

下北文化会館 �22-8411
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今
、
学
校
で
は
　
〜
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
の
取
り
組
み
〜

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
教
科
に
お
け
る
学
習
と
総
合
的
な
学
習
に
は
、
多
少
の
違

い
は
あ
り
ま
す
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
各
教
科
等
の
学
習
で
得
た
知
識

や
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
内
の
学
校
の
実
践
例
を
紹
介
し
ま
す
。

奥
内
小
学
校

　
奥
内
小
学
校
３
年
生
の
場
合
は
『
調

べ
て
み
よ
う
奥
内
の
な
ぞ
・
教
え
よ
う

奥
内
の
ひ
み
つ
』
と
い
う
学
年
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

が
『
奥
内
歌
舞
伎
に
つ
い
て
調
べ
て
み

た
い
！
』
と
か
『
奥
内
で
は
ど
ん
な
魚

が
捕
れ
る
の
か
な
？
』
と
い
う
課
題
を

自
分
自
身
で
発
見
し
て
、
同
じ
よ
う
な

課
題
を
持
っ
た
子
ど
も
同
士
で
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
校
外
で
の
調
査
活
動
を

し
な
が
ら
一
生
懸
命
課
題
を
追
究
し
て

い
ま
す
。

　
同
校
で
は
、
昨
年
の
12
月
の
学
校
参

大
平
中
学
校

　
大
平
中
学
校
の
場
合
は
『
ふ
る
さ
と

再
発
見
〜
私
た
ち
の
む
つ
市
〜
』
と
い
う

学
年
共
通
の
大
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
た
ち
の
暮
ら
す
身
近
な
む
つ
市
に
目

を
向
け
『
下
北
半
島
縦
貫
道
路
を
考
え

る
』
と
い
う
よ
う
に
自
分
の
課
題
を
さ
ら

に
絞
り
、
３
年
目
に
は
『
む
つ
市
の
未
来

へ
〜
こ
ん
な
む
つ
市
に
〜
』
と
い
う
形

で
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
と
い
う
学

習
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
学

校
で
の
学
習
以
外
に
も
、
市
立
図
書
館
や

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
力
は
、
国
際
化
や
情
報
化
が
進
む
中
で
、
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
て
い
け
る
力
で
す
。
単
な
る
知
識
の
量
で
は
な

く
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る
力
な
ど
で
す
。
　
　

　
今
年
度
か
ら
各
学
校
で
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
『
総

合
的
な
学
習
の
時
間
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
力
を
つ
け
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
、
小
学
校
３
年
生
以
上
の
学
年
に

お
い
て
年
間
約
100
時
間
程
度
実
施
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
従
来
の
各
教
科
の
学
習
と
総
合
的
な
学
習
と
の
違
い
を
次

の
表
に
し
て
み
ま
し
た
。

各
教
科
の
学
習

・
学
習
内
容
が
全
国
一
律
に
同
じ

・
教
科
書
が
あ
る

・
通
知
表
の
評
価
、
評
定
の
欄
に

数
値
的
に
記
入

・
子
ど
も
の
興
味
や
関
心
を
生
か

し
な
が
ら
知
識
、
理
解
、
技
能

の
定
着
を
図
る
学
習

・
体
験
的
な
学
習
・
問
題
解
決
的

な
学
習
等
が
行
わ
れ
る

・
学
級
や
学
年
単
位
で
授
業
を
受

け
る

・
学
級
担
任
や
教
科
の
専
門
教
師

が
指
導

総
合
的
な
学
習

・
名
称
・
学
習
内
容
・
方
法
は
各

学
校
の
創
意
工
夫

・
教
科
書
は
な
い

・
評
定
は
な
い

・
数
値
的
な
評
価
も
し
な
い

・
通
知
表
に
は
学
習
へ
の
意
欲
や

取
り
組
み
の
良
さ
を
コ
メ
ン
ト

・
自
分
で
問
題
を
発
見
し
、
解
決

し
て
い
く
学
習
や
将
来
の
生
き

方
を
考
え
る
学
習
・
自
然
体
験

や
社
会
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
体
験
的
な
学
習
も
積

極
的
に
行
わ
れ
る

・
学
級
や
学
年
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
異
年
令
集
団
、
グ
ル
ー
プ

学
習
な
ど
多
様
な
方
法

・
全
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
指
導

・
地
域
の
方
々
の
協
力
も
必
要
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【３月コミュニケーションシアターのご案内】

　３月は、『水の惑星を守れ！』に替わり、『偉人たちの

夢　野口英世』を上映いたします。手のやけどを克服して

医者になる道へと進んだ“不屈の細菌学者”野口英世。24

歳でアメリカへ渡り、病原体の研究に打ち込む彼は、黄熱

病の研究中にその病原体に冒され亡くなりました。日本を

代表する偉大な科学者、野口英世の生涯をわかりやすく紹

介しています。

　ご来館の際には、シアターへも足を運んでみてください。

【身近な疑問！　～雪ってなんだろう？～】

　むつ市も真冬となり大変寒くなりましたね。外に出ると

辺り一面、すっかり雪で覆われています。ところでみなさ

ん、『雪』ってどうやってできるのか、ご存じですか？

　雪を顕微鏡などで見てみると六角形のとてもきれいな形

をしています。雨が凍っただけではこのような形にはなり

ません。空中にある水のつぶは、雪の結晶となるために必

要な細かいちりなどを芯にして凍ります。初めは目に見え

ないほどの小さな六角形の結晶ですが、空中の湿度が高い

と水のつぶがどんどんくっついて、角の部分が枝のように

のびた形になります。そして、雪の結晶は雲の中でだんだ

ん大きくなりながら、地上へ向かってゆっくりと落ちてい

きます。

　今度、雪が降ったら外へ出て観察して見ましょう。降っ

てきた雪を黒い紙にのせて、虫めがねを使うと簡単にいろ

いろな形の雪の結晶を見ることができます。ぜひ、試して

みてくださいね！

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　　�25-2091
　　　　　　　　　  25-2092
� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

　
以
上
、
実
践
例
を
２
校
だ
け
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
今
現
在
様
々
な

内
容
で
子
ど
も
た
ち
の
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
間
に
職
業
体
験
学
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
学
校
、
む
つ
養
護
学
校
と
の
交

流
を
通
し
な
が
ら
海
浜
清
掃
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
、
お
年
寄
と
の
交
流
の
機
会

を
設
け
て
い
る
学
校
な
ど
様
々
で
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
の

英
語
に
よ
る
言
葉
遊
び
を
中
心
に
し
て
、
積
極
的
に
国
際
理
解
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
小
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
総
合
的
な
学
習
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
校
外
で
の
調
査
活
動
や
地
域
の
方
々
を

学
校
に
招
い
て
の
学
習
が
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
過
程
を
長
い
目
で
温
か

く
見
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

観
日
を
利
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
成
果
を
『
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
』

（
情
報
機
器
を
用
い
た
発
表
）
と
い
う
形
式

で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
堂
々

と
元
気
よ
く
発
表
し
ま
し
た
。

市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
、
学
区
内
の
商

店
や
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
、
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
根
気
強
く
校

外
で
の
調
査
活
動
（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）

を
続
け
て
い
ま
す
。

エネルギーあらかると
　市中間貯蔵施設立地調査対策室では、３月29日（土）までの期

間、市民のみなさまにエネルギーや原子力事業全般に関する理解

を深めていただくため、ＦＭアジュール（76.2MHz）で『エネル

ギーあらかると』を放送します。

　私たちにとって身近な『エネルギー』について考えてみましょ

う！

〈放送時間〉 17:25～17:30（月～金曜日）

13:30～14:00（土曜日・再放送）
※その週に放送した分をまとめて放送します。

〈テーマ〉
よ も やま

月曜日…エネルギー四方山ばなし

火曜日…原子力のはなし

水曜日…中間貯蔵施設のはなし

木曜日…中間貯蔵施設のはなし

金曜日…エコクッキング

〈詳しくは〉

市中間貯蔵施設立地調査対策室 �22-1111内線664
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２月１日現在　平均価格

<灯　　油>　☆ 1lローリー価格

　　　　　　☆18l配達価格

<ＬＰガス>　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス10ｍ3

<ガソリン>　☆レギュラー１l現金

　　　　　　☆軽油１l現金

今月平均

45円

865円

4,136円

6,572円

103円

82円

価格の幅

40～48

 792～1,000

3,990～4,552

6,405～6,615

 96～109

 76～89

前月平均

（44円）

（833円）

（4,136円）

（6,572円）

（102円）

（81円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
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男
女
共
同
参
画

�

女
性
の
つ
ど
い

〈
い
つ
〉
３
月
３
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉
市
公
民
館

〈
ど
ん
な
〉

・
講
演
『
私
の
生
き
方
』

Ｃ
Ｄ
Ａ
（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

菊
　
池
　
光
　
子
　
氏

・
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

『
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
』
の
紹
介

・
各
団
体
の
活
動
発
表

・
作
品
展
示

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

（
市
公
民
館
内
）

�

24－

１
２
２
４

�

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
活
動
講
演
会

　
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
促
進
を
図
る
た
め
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
と
そ
の
活
性
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
お
よ
び
行
政
と
の
関
わ
り
や
協
働

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
い
つ
〉
３
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
大
研
修
室

〈
ど
ん
な
〉

①
講
演
会

『
地
域
で
の
”
雪
ダ
ル
マ
方
式
”

春
　
夏
　
秋
　
冬

・
後
に
な
り
先
に
な
り
飛
ぶ
ひ
と
群
の
鳥
に
家
族
の
ぬ
く
も
り
が
あ
る

山
　
田
　
悦
　
子

・
幸
せ
の
い
ろ
何
色
ぞ
モ
ネ
の
絵
の
女
は
霞
て
立
ち
ぬ

葛
　
西
　
水
脈
子

・
苔
庭
の
緑
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
き
ら
め
き
し
風
も
静
か
に
木
漏
れ
日
さ
し
て

斎
　
藤
　
ま
さ
ゑ

・
着
水
の
体
勢
に
入
る
白
鳥
の
の
べ
し
水
か
き
黄
の
あ
ざ
や
か
さ

相
　
内
　
玉
　
恵

・
駅
前
の
駐
輪
場
の
自
転
車
は
雪
に
埋
も
れ
あ
ら
か
た
凍
傷

立
　
花
　
恵
　
子

あ
け
び

・
通
草
酒
は
陽
に
透
き
通
り
あ
り
し
日
の
母
の
手
づ
く
り
五
年
を
過
ぎ
ぬ

中
　
村
　
笄
　
子

グ
ル
ー
プ
活
動
活
性
化
に
つ
い
て
』

〜
世
田
谷
で
の
遊
び
場
づ
く
り
20
年
の
体
験
か
ら
〜

遊
び
と
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
遊
び
場
探
検
・
研
究
家
、
冒
険
主
婦

大
　
村
　
璋
　
子
　
氏

②
団
体
・
グ
ル
ー
プ 

交
流
会

〈
対
象
者
〉

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
む

け
て
活
動
を
し
て
い
る
、
県
内
の
団

体
・
グ
ル
ー
プ
、
個
人

〈
申
込
締
切
〉
３
月
10
日
（
月
）
必
着

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�

０
１
７－

７
３
２－

１
０
８
５

�

０
１
７－

７
３
２－

１
０
７
３

介

護

福

祉
�

『
介
護
塾
』
開
催

　
み
ち
の
く
荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
在
宅
で
痴
呆
症
の
お
年
寄

り
を
介
護
し
て
い
る
方
、
ま
た
痴
呆
症

に
つ
い
て
知
り
た
い
方
を
対
象
に
介
護

塾
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉
３
月
６
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

〈
ど
こ
で
〉

み
ち
の
く
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
む
つ
市
十
二
林
）

〈
ど
ん
な
〉

『
痴
呆
症
の
予
防
に
つ
い
て
』

〈
参
加
費
〉
無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

み
ち
の
く
荘
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

�

23－

７
０
７
０

〈
貸
与
額
〉

高
等
学
校
…
…
…
月
額
１
万
２
千
円

高
等
学
校
以
外
…
…
…
月
額
３
万
円

〈
貸
与
期
間
〉

各
学
校
と
も
、
そ
の
正
規
の
修
学
期
間

〈
提
出
書
類
〉

・
奨
学
生
志
望
願
書

・
成
績
証
明
書

・
在
学
証
明
書

・
所
得
・
課
税
証
明
書
（
同
居
し
て

所
得
の
あ
る
方
全
員
の
分
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
教
育
委
員
会
学
務
課

�

22－

１
１
１
１
内
線
５
５
０

市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
提
出
書
類
は
、
父
母
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
方
が
、
直
接
市
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
の
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
添
付
書

類
に
よ
っ
て
は
発
行
さ
れ
る
ま
で
日
数

が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
提
出
期
間
は
４
月
１
日
〜
30
日
ま
で

で
す
が
、
志
望
願
書
は
３
月
５
日
か
ら

市
教
育
委
員
会
お
よ
び
各
連
絡
所
に
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
15
年
度
の
市
奨
学
生
募
集
要
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
提
出
書
類
を
よ
く
ご
確
認
の
う
え
、

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
〉

　
市
内
に
在
住
す
る
方
の
子
弟
で
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短
期

大
学
、
大
学
（
大
学
院
を
含
む
）
な

ど
、
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す

る
学
校
に
在
学
中
ま
た
は
平
成
15
年

４
月
に
入
学
予
定
の
方
で
、
２
年
以

上
の
修
学
期
間
が
あ
る
こ
と
。
な

お
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
等
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〈
選
考
基
準
〉

　
品
行
、
学
業
成
績
、
家
庭
事
情
お

よ
び
健
康
状
態
等
を
総
合
的
に
判
断

し
て
選
考
し
ま
す
。

〈
採
用
決
定
〉
５
月
下
旬
の
予
定
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これからの予防接種日程
☆麻しん・風しん・三種混合

麻 し ん

風 し ん

三種混合

実 施 日

３月６日

３月６日

３月25日

対　象　児　

１才～７才６か月未満

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満

佐藤小児科 ･･･ 午後２時～午後５時

ちばクリニック･･ 午後２時～午後３時30分

菊池医院 ･････ 午後１時30分～午後２時30分

時 間

　時間は午後７時から午後10時までです。また、都合により当番医が変更

になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

伝 　 法 　 医 　 院 � 24-1186

中村眼科クリニック � 22-2512

川 　 上 　 医 　 院 � 22-2990

村中内科・心療内科 � 23-0120

ほそかわ耳鼻咽喉科クリニック � 23-0033

ちば小児科アレルギー科クリニック � 33-8001

☆　2日（日）

☆　9日（日）

☆16日（日）

☆21日（祝）

☆23日（日）

☆30日（日）

３月の在宅当番医

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成14年７月生まれおよび平成14年11月

生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

３月19日（水）
10:10～10:30

赤ちゃん教室（アレルギー）

対象児は、生後４か月～９か月になるまでの乳児。

場所は下北文化会館集会娯楽室。

３月19日（水）
14:10～14:20

10か月児健康診査

対象児は、平成14年５月生まれの乳児。場所は下北

文化会館検査検診室。

３月20日（木）
12:40～12:50

１才６か月健康診査

対象児は平成13年８月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

３月14日（金）
13:00～13:20

２才児歯科健康診査

対象児は平成12年９月生まれの幼児。場所は下北文

化会館検査検診室。

３月13日（木）
13:00～13:20

３才児健康診査

対象児は平成11年９月生まれの幼児。場所は下北文

化会館技術訓練室。

３月６日（木）
12:00～12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が健

康についてのご相談をお受けします。

３月の健康相談（骨粗しょう症が気になる方）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が骨粗しょう症に

ついてのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線321

毎週月曜日
13:00～15:00

毎週火～金曜日
13:00～15:00

３月の献血受付日程

★19日（水）

　　海上自衛隊　弾薬整備補給所 10:30～ 12:00

　　　　　　　　大湊病院　 13:00～ 14:00

　　　　　　　　大湊航空隊　 14:30～ 16:30

★ 20日（木）

　　青森県合同庁舎 9:30～ 11:30

　　航空自衛隊大湊分屯基地 13:00～ 16:00

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

公
　
　
売

�

電
話
加
入
権
公
売

〈
い
つ
〉

３
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

※
午
前
10
時
以
降
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

当
日
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

出
か
け
に
な
る
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ど
こ
で
〉
市
役
所
南
庁
舎
２
階
会
議
室

〈
公
売
方
法
〉
一
般
競
争
入
札

〈
準
備
す
る
も
の
〉

・
印
か
ん

・
買
受
人
の
運
転
免
許
証
等
身
分
を

証
明
す
る
も
の

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
収
納
係

�

22－

１
１
１
１
内
線
２
４
４

　 

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

　

�

不
用
品
活
用
登
録
銀
行

　
市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
希
望
品
…
３
人
掛
け
ソ
フ
ァ
ー
・
浴

槽
一
式
・
マ
マ
さ
ん
自
転
車
・
子
ど

も
用
食
卓
イ
ス
・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

（
再
生
用
）
・
食
卓
テ
ー
ブ
ル

・
不
用
品
…
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
制
服

一
式
（
女
の
子
用
）

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局
（
市
商
工
観
光
課
内
）

�

22－

１
１
１
１
内
線
３
８
４
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�

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
承
認
期
間
に
つ
い
て

　
収
入
が
少
な
い
こ
と
や
失
業
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
保

険
料
を
納
付
で
き
な
い
被
保
険
者
の
方
の
た
め
に
、
国
民
年
金

制
度
に
は
免
除
申
請
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
４
月

か
ら
免
除
を
承
認
す
る
期
間
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
以
前
は
、
年
度
（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
）
ご
と
に
承
認

し
て
い
ま
し
た
が
、
変
更
後
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
た
め
、
昨
年
４
月
以
降
に
免
除
申
請
を
し
て
承
認
を
受

け
た
方
は
、
本
年
６
月
分
ま
で
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
本
年
７
月
以
降
に
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
同
様
に
申
請
し
て
却
下
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
４
月
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
も
、
６
月
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
は
免
除
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
７
月
以
降
に
改
め
て
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た
だ
し
、
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方
、
免
除
申
請
却
下
後
に
失

業
さ
れ
た
方
等
に
つ
い
て
は
、
随
時
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
国
民
年
金
課
係
の
窓
口
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
失
業
中
の
方
に
つ
い
て
は
、
雇
用
保
険
受
給
証
な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
年
度
ご
と
の
承
認
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

個
別
的
労
使
紛
争
の
相
談
と
あ
っ
旋

　
県
で
は
、
従
来
行
な
っ
て
き
た
労
働

組
合
と
事
業
主
と
の
集
団
的
な
労
使
紛

争
の
あ
っ
旋
に
加
え
て
、
個
々
の
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
の
労
働
条
件
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
の
紛
争
の
解
決
に

向
け
て
の
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
、
平

成
13
年
10
月
か
ら
、
地
方
労
働
委
員
会

に
お
い
て
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
旋

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
県
の
労
政
・
能
力
開
発
課
で

は
、
従
前
か
ら
の
労
働
条
件
等
の
労
働
問

題
に
つ
い
て
幅
広
く
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉
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下北文化会館から

プラネタリウム番組のご案内

下北文化会館から

プラネタリウム番組のご案内

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
３
月
22
日

（
土
）
か
ら
、
春
の
星
た
ち
を
案
内
す

る
番
組
を
投
影
い
た
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
家
族
お
友
達
と
連
れ
添
っ
て

鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
夜
空
の
星
を
観

察
す
る
道
し
る
べ
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
投
影
日
時
は
、
毎
週
土

曜
日
、
１
日
２
回
と
な
り
ま
す
が
、
土

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
投
影
を
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
機
器
の

故
障
等
に
よ
り
投
影
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
等

で
確
認
の
う
え
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

〈
番
組
名
〉

ア
ラ
ジ
ン
の
大
冒
険

〈
投
影
日
時
〉

毎
週
土
曜
日

①
午
前
11
時
〜
②
午
後
２
時
〜

※
３
月
１
日
・
８
日
・
15
日
の
一
般
投

　
影
は
番
組
入
替
作
業
の
た
め
、
お
休

　
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
入
場
料
金
〉

・
一
般
…
…
…
…
…
…
…
２
１
０
円

・
中
学
生
以
下
…
…
…
…
１
０
０
円

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
文
化
会
館
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　　『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
( 1 4 )

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
３
月
22
日

（
土
）
か
ら
、
春
の
星
た
ち
を
案
内
す

る
番
組
を
投
影
い
た
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
家
族
お
友
達
と
連
れ
添
っ
て

鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
夜
空
の
星
を
観

察
す
る
道
し
る
べ
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
投
影
日
時
は
、
毎
週
土

曜
日
、
１
日
２
回
と
な
り
ま
す
が
、
土

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
投
影
を
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
機
器
の

故
障
等
に
よ
り
投
影
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
等

で
確
認
の
う
え
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

〈
番
組
名
〉

ア
ラ
ジ
ン
の
大
冒
険

〈
投
影
日
時
〉

毎
週
土
曜
日

①
午
前
11
時
〜
②
午
後
２
時
〜

※
３
月
１
日
・
８
日
・
15
日
の
一
般
投

　
影
は
番
組
入
替
作
業
の
た
め
、
お
休

　
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
入
場
料
金
〉

・
一
般
…
…
…
…
…
…
…
２
１
０
円

・
中
学
生
以
下
…
…
…
…
１
０
０
円

〈
詳
し
く
は
〉

下
北
文
化
会
館

�

22－

８
４
１
１


	20030225_01
	20030225_02
	20030225_03
	20030225_04

